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雑誌「PRESIDENT」のオンライン版であ
るPRESIDENT Online が、結婚相手に求め
る学歴について、「理想ライン」と「妥協ラ
イン」に分けて回答を求めた（調査はインタ
ーネット上で行い、20～40代の独身男女、2
125人より回答を得たという）。その結果が
以下のグラフである。さて、どのようなこと
が読みとれ、どのような分析が可能だろう
か？ 先ず、自分で考えてみよう。

では、実際にどのような分析が行われたの
か、この調査を紹介したPRESIDENT Online
の「暮らしなんでも事典」の記事を引用して
みよう。

＊
早稲田大学で「恋愛学入門」講座を受け持

つ国際教養学部の森川友義教授は、アンケー
ト結果を以下のように分析する。
「男女の違いがくっきりと出ていますね。

男性は女性の学歴をそれほど強くは気にしな
い。しかし、女性は高学歴であるほど相手の
学歴を求める。さらに、高い偏差値の大学を
出るほど相手の男性の出身大学の偏差値を気
にしています」
「理由は３つ考えられます。１つは出会い

が限られること。例えば、高卒男性が大卒女
性と出会う場所は意外と少ない。仮に出会っ
たとしても、教養のレベルが異なるため会話
内容が合わない。また、男性は相手の学歴が
高いと負い目を感じ、女性の目にはそんな男
性は自信がないように映ってしまいます。」

＊
この程度の分析でイイらしい。まあ、ネッ

トだからかも知れないが…。
早稲田大学の「恋愛学入門」は、テレビニ

ュースでも受講希望者が多いことで話題にな
っていたが、講義はきっとこのレベルではな
いだろう。森川先生の分析にはもう少し先が
ある。先生は「学歴均衡説」からさらに踏み
込んで「大学偏差値均衡仮説」を立てている
のである…。 （続く）


